　第１部　世界一周チケットとは？　


【第１部】

「世界一周チケット」とは？

　

　読んで字のごとく、そのチケットを購入することで出発地から地球をひと回りして、再び出発地に戻ってくることが約束されたチケット(航空券)のことです。

　ただしこの地球をひと回りが非常にくせ者で、以前より航空会社が販売している世界一周チケットはありましたが、その内容はというと……以前はそのチケットを利用して訪問することができる国（乗機地、降機地）がとても限られた数しかなかったので、「自分の訪問したい国に行くことができない」あるいはその国には行けたとしても、「利用可能な空港の場所が自分の行きたいエリアとかなり離れており、現地の交通事情を考えると結局は訪問できない」という内容のチケットしか流通しておらず、実際には利用価値が殆ど無いというのが事実でした。（自分でスケジュールを作るのではなく、飛行機が降りるところに自分のスケジュールを強引に合わせるスタイル）

　これでは普通の人が抱いている「世界一周」というイメージとは、かなり隔たりが生じてしまうことは否定できません。やはり、訪れてみたい観光地などに必ず訪れるような旅に仕上げなければ納得しないでしょう。

　その十人十色の要望にも応えられるようなチケットが数年前から販売されるようになっているのです。

　そのチケットの詳細な説明の前に、なぜそれらのチケットが販売されるようになったのかを簡単に説明しておきたいと思います。

　現在の世界経済の流れを説明するときによく使われる言葉に「ボーダーレス化」という言葉があります。これは今まで国家というものを国境を境にして一つの単位としてましたが、その垣根を取り払うことで、様々な物の往来が活発になっていく現象のことです。

　ボーダーレス化を促進する物の代表として、インターネットを始めとしたＩＴ（情報技術）の普及があげられますが、世界中の航空業界にもボーダーレス化に近い状態が生じ始めているのです。その兆候は随所に見ることが出来ますが、最も顕著に現れているのはアライアンス（同盟）の誕生でしょう。このアライアンスの誕生こそが、安価で、きめ細やかな世界一周旅行を実現可能にしたのです。

　世界中の航空業界でも、パイの奪い合いという競争が激化してきています。２００１年９月１１日のアメリカ同時多発テロに端を発し、被害国のアメリカに限らず世界の航空会社が数社倒産に追いやられました。それほど競争が激化してきているのです。その激しい競争に耐え抜くために、自然に生まれたのが航空会社どうしの「同盟関係」でした。そしてその同盟の先導役になったのは、世界で最も航空事情の進んだ国アメリカだったのです。そのアメリカの航空大手３社を中心にして、お互いのメリット、デメリットを補完することを目的として、世界の主な航空会社がアメリカの航空会社と同盟関係を結んだのです。

　その結果生まれたのが

①　ワンワールド　（アメリカンエアライン中心）

　　　　〝ＯＮＥＷＯＲＬＤ〟

②　スターアライアンス　（ユナイテッドエアライン中心）

　　　　〝ＳＴＡＲ　ＡＬＬＩＡＮＣＥ〟

③　ラウンドザワールド　（ノースウェストエアライン中心）

　　　　〝ＲＯＵＮＤ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ〟

という３つのグループです。

　これら３つのグループに吸収される形で、今でも新たな航空会社が同盟関係を結ぶという動きが起こっているのです。

　前置きが大変長くなりましたが、この航空業界の大きな流れこそが、世界一周旅行を容易にならしめた主要因なのです。

　アメリカの航空会社が同盟関係を結ぶうえで採った戦略は、世界の各大陸において中心的役割を果たしている航空会社と手を結ぶことにより、空港内での同じグループ同士によるチケット発行やサービスカウンターの共同使用、グループ内でのマイレージ獲得ポイントの相互合算等のサービスで乗客の利便の増進を計ることにより、最終的にはリピーターの獲得に結びつけていくというものでした。

　そのために同盟関係を結ぶ航空会社はあまり運行路線のバッティングしない、世界の六大陸にまたがる航空会社となったのです。（各大陸を運行している航空会社は後ほど説明します。）

　そのようなつながりができたことが、以前の世界一周チケットとは内容を異にする、「正真正銘の世界チケット」と呼ぶにふさわしい内容を作り上げる元となったのです。

　その一例としては“ワンワールド”のチケットで訪れることの出来る国の数は１３３カ国、空港の数（都市の数）でいうと５５０空港以上の利用が可能となったのです。“スターアライアンス”においても、それぞれ１２０カ国、７６０都市以上という内容です。

　世界には大小さまざまな国が、現在約２００ヶ国ほど存在しています。その中にはとても小さな島国も存在しているということを考えてみると、この１３３カ国という数字は世界中のほぼ全域を網羅しているといって差し支えないでしょう。

　これら３つの世界一周チケットの中身は、それぞれに特徴があり、いくつかの制限事項が存在しています（残念ながら訪れることが出来る国の数が多いとはいっても、飛行機に１００回も乗ることは出来ないのです。）ので、予定を組まれる方はよく内容を吟味して自分の旅の目的にあったチケットを購入することをお勧めします。

　ちなみにこのチケットは、各グループに加盟している航空会社が販売しているものなので、加盟している航空会社の支店で購入することが可能です。

　また一部の旅行会社でも購入することが出来るようになっていますが、手間ひまがかかる割には利幅が薄いからでしょうか、取り扱っていない会社が非常に多いのが現実です。（ある意味で航空会社によるサービス商品という特徴が強いチケットといえるのではないでしょうか）

　ただし、私がそのチケットを購入したのは、日本ではなくニュージーランドという国でした。

　このチケットの特徴は、同盟に加盟している航空会社が支店を設けている国で販売をしているという点です。それらの航空会社の支店で入手する世界一周チケットのパンフレットには、その国で販売する価格が印刷されているのです。ですから金額は一目瞭然で、その金額には旅行会社が得る利益分も含めた金額が設定されているのです。そのためあまり旅行会社では取り扱いたがらないのかもしれません。

　違った見方をすると、出発地こそチケットを購入した国からという違いはあるにせよ、ルート的にはほとんど変わることがないものでも、そのチケットを購入した国によってチケットの価格差が顕著に現れてくるのです。

　実際に私がニュージーランドでワンワールドのチケットを購入したときの値段は、３，３９９Ｎ＄（２０００年９月時点で１Ｎ＄＝４５円、日本円で約１５３，０００円）でしたが、同じ内容のチケットが日本では約４０万円ほどで販売されていました。お隣の国、韓国でも販売されていますが、その値段はもちろん日本より安価なものとなっています。韓国へ渡るための航空運賃を差し引いても、日本で購入するよりは、お得になっているのです。

　このことからも分かるように、私が言いたいのは、あえてそのチケットを日本で購入する必要はなくなってきているということです。

　日本の物価はご存じのように世界のトップクラスです。そして、インターネットの普及に伴って、諸外国の情報もリアルタイムで入手することが出来るようになりました。

　世界中にある日本語が可能なスタッフのいる旅行会社と連絡を取り、自分の希望スケジュールを伝えて、そのスケジュールに沿った航空券の予約を入れてもらい、代金はクレジットカードで精算をするのです。

　もちろん、最終的な決定までには、数回の連絡は要することでしょう。しかし購入国までの日本からの航空券の料金を考慮してみても、日本で購入するよりも、安くすむ国は多いのではないでしょうか？

　これからのグローバル化を見据えてみても、そのような形での航空券の購入スタイルが増えてくる可能性は十分に考えられるのです。

　話が少し横道に逸れるのですが、今後の旅行業界の方向性も私なりに予想していきたいと思います。

　自分が世界中を回ってみて、それぞれの国毎に「旅のスタイル」というものが生まれてきていることに気付きました。

　私達の国「日本」の経済は今まで諸外国との熾烈な競争にさらされずに、日本政府の手による「規制」という強力なバリアーに守られてきましたが、グローバル化の波が押し寄せてきていることにより、最近富みに「自己責任」という言葉が使われるようになってきました。この言葉は、旅行の世界でも必ず有効な言葉となると信じています。いやすでにその現象が出始めているのです。

　ツアー旅行（パッケージ旅行）は従来通りの主催旅行会社がツアーを作成して、旅行代理店が販売するという形のままですが、強いて変化を述べるのであれば、「海外旅行経験者の増加と共に人とは違う自分だけの旅をプランニングしたい！」、「団体行動は不便だ！」、「飛行機も、宿も自由に組み合わせてオリジナルの旅を作りたい！」、「あまりツアーでは行くことのできない秘境と呼ばれるような場所に行ってみたい！」等の要望により、宿と航空券だけがセットになった「フリータイム型」や「顧客の際限のないニーズに合わせた様々な特色を打ち出した旅行」の割合が増加している、という点です。

　それに対して、航空券の購入の場合は多少変化が発生しはじめています。国内線・国際線を問わずに、旅行会社に依頼して購入する値段よりも、インターネットで直接購入した方が安いＷｅｂ割（インターネット購入割引のこと）の値段で購入できるというものに変化してきているのです。

　国内では、早割・特割と呼ばれる、早期購入割引なるものが数年前から登場してきていますが、インターネットの普及した、先進国と呼ばれる国々においては、さらに進んだキャンペーンを行っている航空会社も数多く存在しています。

　それらの航空会社の予約ホームページにおいては、インターネット割引というものは当然のように存在しており、さらにアラスカ航空を例にとると、出発日の３日前から“ある特定の出発地点と到着地点を結ぶ路線が通常の半額近くになるという割引制度”を設けています。、これなどはインターネット予約の特典の典型的なものであるといえます。

　今までは、航空券は旅行会社を通じて購入するという流れが至極当然のものでしたが、その形が崩れはじめてきているのです。その原因を一言で表すと、旅行会社というものは流通業界でいう「卸業者」であるということに他なりません。

　旅行会社は航空会社や、鉄道会社、フェリー会社等の交通機関やホテル、旅館等の宿泊施設と利用者であるお客様との仲介役にすぎないのです。今まではその仲介役を交通機関や宿泊機関そして利用者の双方が必要としていました…その理由として、旅行会社と提携すればお客さんを集めてもらえたこと、交通機関や宿泊機関が持つことができたお客様との接点には、電話やＦＡＸといった物しか存在せず、旅行会社を経由せずに直接自社の従業員でお客様との対応を全てまかなおうとしても人件費の面で不可能であったということ、そして、たとえそのような形で予約を受けたとしても、突然のキャンセルが発生した場合に、代金の取り立てが事実上不可能であり、機会損失ロスが増えてしまうために、それらの被害を最小限に抑えるための防波堤として旅行会社の存在意義は大きかったのです。

　ただし、現在そして今後のインターネットシステムの発展を考えてみると、自社で直接ダイレクトに、予約の受付を行うことができ、なおかつ、クレジットカード精算によって代金の回収も確実なこれからの時代に果たして旅行会社にマージンを払ってまでも、お客様の紹介をしてもらうことに意味があるのか？と考える経営者も増えてくるのではないでしょうか？

　今後予想される日本経済の、低成長時代突入を考慮してみても、収益確保のため“卸”としての旅行会社を通さずに、直接お客様への販売に力を入れる交通機関、宿泊機関が増えてくるものと考えられます。実際には、もうすでに多くなっているのですが…

　それらの時代の流れを考えてみると、旅行会社が必要とされるのは、「パッケージツアー旅行」ということになるでしょう。これは、日本人の“休暇の短さ”や、意思の疎通を図るための“言葉の壁”というものを考えてみても、しばらくの間は廃れることはないでしょう。ただし日本の企業の休暇制度が欧米並の１ヶ月近くのバカンスを与えるようになるのであれば話は別でしょうが…

　ツアーの内容も、“様々なニーズに合わせた商品”また“新たなニーズを作り出すような商品”が必要とされている、ということが言えるでしょう。

　ただ旅行に対する需要は今後も増加が予想されるため、ハッピーマンデー制度や学校の週休２日制のような制度を上手く結びつけていってもらいたいと思います。

　これらのように、今後少しでもお買い得な料金でサービスを提供してもらうためには、自ら情報を入手するために努力をしなければいけない時代に突入しているのです。（もちろん、代金にはこだわらない、手間ひまかけるのが面倒臭い、というような考えを持っている方には、これらの話は無意味なものとなることでしょうが…）

　また参考に、私の予想する点として、現在諸外国を出発地とする航空券は日本であらかじめ購入していくか、もしくは、現地に到着後に、現地の旅行会社を訪問してから購入という形が主流になっていますが、その流れの場合、日本で購入すると高価になる、というデメリットが、また現地購入の場合ですと、第一希望のチケット（出発日等）が入手できずに、しばらく現地で足止めを食らう、というようなデメリットが発生していました、それらのデメリットがインターネットの普及によって大きく変わっていくことは間違いないでしょう。

　日本で予約を入れて、現地で受け取るという流れに変わってくると予想されます。もちろん値段は現地価格です。

　それではこのへんで世界一周チケットの種類と、詳細な内容について説明をしていきたいと思います。またこれらの情報は、それぞれのグループに加盟している航空会社のホームページからも、アクセスすることが可能となっておりますので、最新情報はそれらのホームページから入手するようにして下さい。

-12-

-11-


